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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
2
0
1
5
年
「
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
」
を
北
里
大
特
別
名
誉
教

授
大
村
智
氏
が
受
賞
し
、
日
本
中
が
沸
き
ま
し
た
。
大
村
氏
が
発
見
し
た
化
合
物
か

ら
つ
く
ら
れ
た
薬
が
ア
フ
リ
カ
の
風
土
病
に
効
能
を
発
揮
し
、
2
億
人
以
上
の
命
を

救
っ
た
そ
う
で
す
。
同
様
に
印
象
に
残
る
受
賞
が
あ
り
ま
す
。
惣そ
う
ま
ん万

佳
代
子
氏
が
「
第

45
回
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章
」
を
赤
十
字
国
際
委
員
会
か
ら
授
与

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
惣
万
氏
は
「
お
年
寄
り
も
障
害
の
あ
る
人
も
子
供
も
一
緒
」
で

有
名
な
「
富
山
式
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」“
こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
”
を
、
22
年
前
に
創
設

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
で
す
。
富
山
式
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
長
く
行
政
か
ら
評
価
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
多
く
の
県
に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
福
祉
・
介
護
の

現
場
で
働
く
看
護
師
が
受
賞
す
る
の
は
稀
な
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
福
祉
・
介
護
職
員
は
ず
い
ぶ
ん
励
ま
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
福
祉
・
介
護
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
も
そ
の

存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
・
介
護
に
関
わ
る
制
度
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
法
、
社
会
福

祉
法
、
生
活
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」「
障
害
者
差
別
解

消
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
安
部
首
相
は
『
介
護
離
職
ゼ
ロ
』
を
“
新
三
本
の
矢
”

の
ひ
と
つ
に
掲
げ
て
お
り
、
福
祉
・
介
護
に
関
わ
る
政
策
が
財
政
的
に
も
転
換
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
「
天
使
と
は
美
し
い
花
を
ま
き
散
ら
す
も

の
で
は
な
く
、
苦
悩
す
る
者
の
た
め
に
戦
う
者
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
福
祉
・
介
護
に
携
わ
る
者
も
戦
わ
ず
し
て
人
の
命
や
苦
悩
す
る
人
々
を
救
う
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
大
三
島
育
徳
会
は
大
村
氏
、
惣
万
氏
に
は
遠
く
及
び
ま
せ

ん
が
、
そ
の
姿
勢
を
お
手
本
と
し
て
日
々
の
地
道
な
積
み
重
ね
を
つ
づ
け
て
困
難
と

戦
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社会福祉法人

大三島育徳会第４号
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以
前
か
ら
願
っ
て
い
た
「
映
画
館
で
み

ん
な
一
緒
に
映
画
を
観
る
」
こ
と
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

か
ね
て
か
ら
受
託
作
業
を
受
注
し
て
い

た
株
式
会
社
白
組
の
早
船
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
か
ら
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
東
映
株

式
会
社
の
協
力
を
得
て
「
109
シ
ネ
マ
ズ
二

子
玉
川
」
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
貸
し
切
り
、

白
組
制
作
『
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
─
ガ
ン
バ
と

仲
間
た
ち
』
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
上

映
会
は
、
賛
同
い
た
だ
い
た
株
式
会
社
ア

イ
ビ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役
中ち
ゅ
う
じ
ょ
う條

喜
一
郎
氏
の
ご
厚
意

に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
世
田
谷
区

障
害
者
地
域

生
活
課
を
通

し
て
近
隣
の

障
害
者
施
設

に
も
声
掛
け

し
て
い
た
だ

き
、
７
施
設

125
名
が
一
堂

に
集
ま
り
ま

し
た
。
大
き

な
ス
ク
リ
ー

ン
一
杯
の
迫
力
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
大

満
足
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
朝

日
新
聞
社
の
記
者
も
こ
の
企
画
に
関
心
を

持
た
れ
、
利
用
者
が
物
音
も
た
て
ず
に
真

剣
に
観
て
い
る
様
子
を
記
事
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
の
方
か
ら
も

「
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

た
の
で
、
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
の
暖
か
い
思
い
が
繋
が
っ

て
、
長
年
の
夢
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
11
日
か
ら
３
日
間
、
第
72
回
全
国
老
人

福
祉
施
設
大
会
・
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
終

日
に
あ
た
る
13
日
、
両
国
国
技
館
に
お
い
て
「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
＝
超
高
齢
・
人
口
急
減
社
会
、
迫
る
大
都
市
医
療
・

介
護
崩
壊
―
課
題
先
進
国
・
日
本
の
危
機
を
超
え
る
―
」

が
行
わ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。　

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
産
経
新
聞
論
説
委
員
、
他
の
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
に
内
閣
参
事
官
、
豊
島
区
長
、
南
伊
豆
町
の

施
設
長
、
高
知
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
長
が
登
壇

し
ま
し
た
。
私
が
発
表
し
た
テ
ー
マ
は
、「
ス
ト
ッ
プ 
ザ 

介
護
崩
壊
!!
東
京
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
創
設
へ
」
で
す
。
都
内
の

介
護
保
険
事
業
を
と
り
ま
く
厳
し
い
状
況
と
そ
の
要
因
、

そ
し
て
対
策
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
内
容
の
一
部
要
約

を
掲
載
し
ま
す
。

全
国
大
会
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1 

都
内
に
お
け
る
介
護
人
材
不
足
の
深
刻
化

　
「
特
に
新
卒
の
介
護
士
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
親
も
先
生
も
介
護
の
仕
事
を
す
す
め
な
い
か
ら
で

し
ょ
う
か
。
中
学
・
高
校
の
教
科
書
に
も
『
介
護
の
仕
事

は
重
労
働
で
低
賃
金
』
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
の

仕
事
は
社
会
的
評
価
が
低
く
、
先
を
見
と
お
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
地

方
の
特
養
は
役
場
と
な
ら
ん
で
優
良
企
業
の
代
名
詞
と
い

わ
れ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
す
」

2 

地
方
優
位
の
逆
格
差
の
実
態
と
そ
の
要
因

　
「
同
様
に
施
設
不
足
も
顕
著
で
す
。
大
規
模
施
設
の
特

養
も
小
規
模
の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
整
備

状
況
は
全
国
最
低
ク
ラ
ス
で
す
。
高
齢
者
ひ
と
り
あ
た
り

の
整
備
率
が
ど
れ
だ
け
違
う
の
か
と
い
う
こ
と
も
国
会
で

論
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
は
東
京
一
極
集
中
と
い
わ
れ
る
中
、
介
護
や
福
祉
は

地
方
が
圧
倒
的
に
優
位
と
い
う
現
状
が
あ
る
の
で
す
。
要

因
は
、
介
護
報
酬
に
東
京
の
高
い
人
件
費
、
家
賃
、
物
価

水
準
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
」

3 

対
策
の
提
言

①�

次
期
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
第
５
期
（
平
成
23
～
26

年
）
の
水
準
以
上
に
引
き
上
げ
る

②
介
護
報
酬
の
上
乗
せ
割
合
に
物
価
や
家
賃
を
勘
案
す
る

③�

介
護
報
酬
に
お
け
る
人
件
費
率
を
全
国
一
律
の
45
％
か

ら
都
道
府
県
ご
と
の
人
件
費
率
に
見
直
す
。

4 

東
京
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
創
設

　
「
介
護
保
険
制
度
創
設
以
来
、こ
の
逆
地
域
格
差
は
ず
っ

と
放
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
都
内
の
介
護
人
材
不

足
も
施
設
不
足
も
、
容
易
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

根
が
深
い
問
題
な
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
下
、
東
京

圏
の
お
年
寄
り
に
い
き
な
り
『
地
方
に
移
住
し
な
さ
い
』

は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？ 

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
※

で
地
方
に
移
住
す
る
の
も
あ
く
ま
で
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と

し
て
は
容
認
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
の
前
に
都
内
で

の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
」

5 

東
京
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
メ
リ
ッ
ト

　
「
東
京
都
下
で
あ
れ
ば
家
族
や
友
人
と
の
人
間
関
係
を

維
持
で
き
る
距
離
で
も
あ
り
、
せ
め
て
都
内
に
と
い
う
希

望
に
応
え
る
選
択
肢
に
な
る
か
と
考
え
ま
す
。
地
方
よ
り

も
交
通
網
が
発
達
し
て
い
る
、
医
療
機
関
、
教
育
機
関
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
、
就
労
の
場
も
得
や
す
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」。
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
思
い
ま
す

が
、
複
数
の
社
会
福
祉
法
人
、
医
療
機
関
、
大
学
、
自
治

体
な
ど
が
協
力
す
れ
ば
十
分
可
能
だ
と
考
え
ま
す
。

6 

女
性
が
活
躍
す
る
社
会
の
創
造

　
「
福
祉
・
介
護
の
人
材
不
足
に
つ
い
て
は
、
注
目
す
べ

き
は
人
口
減
で
は
な
く
、働
く
人
口
減
で
し
ょ
う
。
特
に
、

働
く
女
性
を
増
や
す
の
が
最
優
先
だ
と
思
い
ま
す
。
男
女

共
同
参
画
と
い
い
な
が
ら
、
年
間
10
万
人
以
上
の
介
護
離

職
者
の
76
％
が
女
性
で
す
。
女
性
が
活
躍
す
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
女
性
が
国
の
制
度
や

政
策
の
決
定
の
場
に
参
画
し
な
く
て
は
難
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　

全
国
大
会
の
場
で
、
都
内
に
お
け
る
厳
し
い
福
祉
・
介

護
の
実
態
を
訴
え
、
対
策
を
提
言
で
き
た
こ
と
は
、
制
度

の
是
正
に
向
け
て
た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ
っ
た
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

大
三
島
育
徳
会 

常
務
理
事　

田
中
雅
英

※日本版ＣＣＲＣ（Continuing  Care  Retirement  Community）　正式名称：「生涯活躍の町」。東京圏をはじめとする高齢者が、自らの希望に応じて地方に移り住み、地域社会において
　健康でアクティブな生活をおくるとともに、医療介護が必要な時には継続的なケアを受けることができるような地域づくりを目指すもの（日本版ＣＣＲＣ構想有識者会議）

『
み
ん
な
で
映
画
が
観
ら
れ
た
よ
！
』　
玉
川
福
祉
作
業
所

～ホームいろえんぴつ　開設５周年記念行事～

お楽しみ外食会・回転寿司に行こう！

障害局

に乗って届きます。いつものホームでは経験できな
い食事に話題も尽きず、職員は利用者とコミュニケー
ションを深める事ができました。好みの寿司やデザー
トまで堪能した利用者は大変満足そうな表情でいろ
えんぴつに帰って来ました。　　　
　５年目のお祝いに相応しい、利用者にも職員にも
心に残る行事になりました。今後もさらに、利用者
のために何が出来るか、どんな支援がふさわしいの
か、利用者主体にサービス提供できるように職員一
同頑張っていきます。これからもホームいろえんぴ
つをよろしくお願いします！

　ホームいろえんぴつは今年７月、開設して５年目
を迎えます。開設当初から入居している利用者７名
は、今も変わらず元気にいろえんぴつでの生活を楽
しんでいます。５年の間には、一人一人が外部の
移動支援サービスと契約を行い月１、２回外出がで
き、いろえんぴつの生活が豊かになりました。さらに、
行事や共同生活のルールなどを利用者が自分たちで
決められるよう、「自治会＝スケッチブックの会」を
立ち上げ自主活動しています。「スケッチブックの会」
で、ホームいろえんぴつ５周年記念で何をしたいか
話し合い、利用者からは回転寿司に行きたいと希望
が上がり計画しました。そこからは行事担当の職員
も下見やオリジナルチラシの作成、注文の方法など
手伝って、盛り上げていきました。
　11月３日良く晴れた祝日、店舗までの路線バス内
では寿司ネタの話が飛び交いました。店内の広いボッ
クス席でゆったりと美味しいお寿司を味わいました。
タッチパネルで注文すると作りたての寿司がレール

　　　、

トピックス

日頃の思いを
熱弁する
田中常務理事

新しい映画館で興奮気味の皆さん

全員そろって寿司パーティー
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地域住民総出の一大イベントに参加

食事会の合間にお手玉の妙技を観賞

世田谷区長
保坂さんと
話そう会

タガヤセ大蔵デイにて

喜多見地区　区民まつりぬくぬくハウス

　地域共生のいえ「ぬくぬくハウス」は、地域社会
で暮らすみんなの触れ合いスペースとして 2015 年
９月にオープンしました。
　「ぬくぬくハウス」がめざすのは、地域社会が少し
でもよいものであるように、地域住民それぞれが持っ
ている力を集め、共に生きることをたのしめるよう
な身近な関係を創っていくことであり、その拠点づ
くりです。人生や生活をたのしみ、みんなで幸せに
なりたい…。「ぬくぬくハウス」はそんな触れ合いを
する場所でありたいと思います。
　こどもの居場所＝こどもぬくぬく、おとなの学校
＝おとなぬくぬく、多世代交流＝まぜっこぬくぬく、
として、夏は井戸で打ち水、流しそうめん、冬はお
餅つき大会、また、地域の歴史を学び、認知症講座
を開催し、おしゃべり映画会、ふわふわシホンケー
キ作り、そして世田谷区長保坂さんと話そう会など、
いろいろな企画を実行しています。
　玉川福祉作業所の皆さまとは、ともに地域福祉の
まちづくりで連携し、情報交換やお互いのイベント

　11月 8 日に、法人特養「博水の郷」で芋煮会を開
催しました。この活動は、法人が事務局を務めてい
る「多摩川癒しの会」で行っているイベントで、普
段なかなか地域に出ることができない障がい者や高
齢者の方々の社会参加を目的とし、多摩川の河川敷
で毎年年 2 回行っています。春は「野草を食べる会」、
秋は「芋煮会」と決まっていますが、開催時期がちょ

れ、高齢者クラブの踊りや地域の小学生たちの和太
鼓、フラダンスなどが披露されていました。「喜多見
だんちデイ」のある喜多見団地の自治会や喜久寿会

（高齢者クラブ）の皆
さんも参加されており、
お互いに声を掛け合い
ながら楽しい時間を過
ごすことができました。

参加を重ねて交流を深めています。ぜひ、イベント
開催時にはご参加ください。

を始めました。
　最初の認知症カフェ参加者はデイサービスご利用
のご家族と、ボランティアさんが来店してくれまし
た。これからこの認知症カフェをどうしたら良いか
ご相談すると、「身近で話が出来る場所があるのはう
れしい」「夕方ではなく、昼間にも開催してほしい」

「いつ来てもいいのか」という声がありました。
　認知症カフェには当事者、介護者、行政、地域包
括支援センター員・民生委員・社会福祉協議会、ケ
アマネージャー、福祉従事者等いろいろな方が参加
下さりさまざまな意見やアドバイスを頂戴しました。
タガヤセ大蔵デイに行けば相談することが出来る。
誰かが待っている。という場所として地域に認知さ
れていくことが大事だと気付きました。認知症カフェ
を継続することで、コミュニティー関係の強い地域
が生まれると考えます。タガヤセ大蔵デイの事業所
理念である、「あなたがあなたらしく生活できるよう
に　地域をタガヤします」を目標に、これからもこ
の大蔵地域で認知症カフェを発展させていきます。

地 域  
支 援 認知症カフェ秋の多摩川癒しの会　芋煮会

　11月 3 日文化の日に、「第36 回 喜多見地区区民
まつり」が喜多見小学校で開催されました。
　法人は地域交流の場として、昨年に引き続き 4 回
連続の参加となり、出店では玉川福祉作業所の販売
と喜多見だんちデイの啓発活動を行いました。今回
初めて法人スタッフ全員がウインドブレーカーを着
用し、青地に黄色い文字と法人ロゴマークが色鮮や
かで、高齢局・障害局の職員同士が連帯感を持って
参加できました。
　出店では玉川福祉作業所のたまピカクロスやオリ
ジナルのコースターや鍋敷き、鞄、お味噌を販売し
ました。一番人気は手作り缶バッチコーナーでした。
かわいいイラストに名前を書いてプレスして出来上
がります。一緒に参加した利用者が目の前で作る缶
バッチに、小学生等はみんな興味津々で、たくさん
の交流ができた上に持ち込み分 100 個完売しました。
　また、町会自治会の皆さんの出店は、焼きそばや
豚汁、チョコバナナなどが売られ、行列ができるほ
どのにぎわいでした。校庭の中央ではやぐらが組ま

　国は 2012 年に作成した「認知症施策推進 5 カ年
計画（オレンジプラン）」のなかで『認知症カフェ』
の普及を推進し、世田谷区にもすこしずつ広がって
います。さらに、2015 年 1 月「新オレンジプラン」
により、平成 30 年度からすべての市町村に認知症
カフェを設置するという目標が設定されました。
　そのような背景のなか、2014 年 9月『タガヤセ
大蔵デイ』は、「デイサービス＋αの寄合所」をテー
マに開所しました。デイサービス横の小さなスペー
スを使って、毎月一回認知症カフェ（タガヤセカフェ）

うど季節の変わり目であることと河川敷という場所
もあって、あったかい芋煮汁とせんべい汁は大好評
で、毎回大鍋で作るのですが最後はからっぽになっ
てしまいます。
　今年はあいにくの雨模様だったため河川敷で開催
することができず、急きょ博水の郷に会場を変更す
ることにしました。天候不安により突然の変更に

なってしまったのですが、30人余の方が
参加して下さいました。今年は例年に比べ
ると気温が高めでしたが、当日は雨が降っ
たことで芋煮を食べるにはちょうどよいく
らいの少し肌寒い程度の気温になり、また
偶然ではありましたが、博水の郷にいらっ
しゃっていた「東京お手玉の会」の方々も
参加してくださって、芋煮を食して頂いた
後は一緒にお手玉を楽しませていただきま
した。

（「地域共生のいえ」とは、オーナー自らの意思により、地域
の公益的かつ営利を目的としないまちづくり活動の場として、
地域のきずなを育み開放性のある活用がなされている私有の
建物のことです。一般財団法人 世田谷トラストまちづくり が

「地域共生のいえ」づくりを支援しています。）
＊連絡先：世田谷区玉川 1-2-3　電話 03-3707-0037
　オーナー：温井克子
メール：tamagawa123 ＠ nukunuku-house.com　
ホームページ：http://www.nukunuku-house.com/

ぬくぬくハウスに
スタッフ全員集合
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せせらぎせせらぎ

「
後
援
会
せ
せ
ら
ぎ
会
」
の
活
動
報
告

◆個人会員

◆団体会員

阿久沢 佐喜子
浅野 久美子
浅野 朋子
朝日 實
荒井 千恵子
新井 永子
荒井 ひろ美	
荒木 哲郎
石野 正子
伊藤 恵美子
伊藤 清子
稲田 純一	
稲田 道子
岩谷 八重子	
上田 晋之

倉井 葉子	
小泉 珠子	
古川 利恵	
小嶋 みやこ	
小林 義一
小松 幹雄
小宮 富美子	
近堂 和明
近堂 啓子	
坂井 祐
坂井 義明
佐藤 進
佐藤 朋巳
澤野 由子
鈴木 崇

鈴木 昌子	
鈴木 保正	
高井 綾子	
高比良 淑子	
多喜 貞子
武井 久子	
田中 千鶴子	
田中 英雄	
田中 雅英	
田中 美佐
田中 瑞枝	
塚越 夫美恵	
津田 靖久	
綱島 勝良	
綱島 スエ

大角 謙介	
小田 かよ子	
小野 途子	
小野 裕次郎	
加治木 博子
片桐 恵子	
金井 芳子	
河原 實	
川道 英弘	
喜島 大道
木村 秀男	
木村 真樹	
久世 まゆみ	
久世 良三	
熊谷 芳子

角田 直子	
寺本 恵理	
寺本 マサオ	
富張 幾久恵	
富張 嘉則
中島 孝記	
中村 友子	
夏目 多起子	
根岸 喜良	
根岸 久美
芳賀 佐和子	
早川 ゆき	
林田 明美	
林田 繁	
原 佳子

馬渡 澄子	
森田 裕子	
門間 正子	
安田 耕平	
安田 生
安田 登	
安田 ハルエ	
安田 護	
矢野 弘枝	
山岸 久子
山口 晃	
山口 信光	
山口 美恵	
山崎 正子	
山下 七郎

檜垣 宮子	
比留間 孝子	
藤木 敏子	
藤本 利治	
堀口 清則
松川 政代	
松木 惠子	
松田 フミ子	
松村 朋子	
松山 正作
松山 俊之	
緑川 美佐子	
宮下 裕司	
村上 康子	
室 清

山下 純子	
山本 聡子	
八本 鈴美
渡辺 由美子
和田 雅世
　 他 匿名 27 名

株式会社アイテックス
NPO 法人はあと世田谷
株式会社ファミック
鎌田南睦会
カトリック礼拝会
株式会社松陰会館
　 他 匿名 1団体

法人後援会「せせらぎ会」会員名簿（敬称略） 平成28年2月1日現在

　10月 4 日、今年２回目の接遇セミナーに出席しました。初
回は法人新任研修でしたが、今回は中堅職員向けの内容でした。
介護サービスを提供する上で必要な接遇や、基本的なコミュニ
ケーション技術を学びました。
　主な内容は、対人援助における基本的な“挨拶”を学び、参
加者同士で見比べて笑顔や動作・距離感を確認し合いました。
接客をする時に、第一印象が何よりも大切なことであると再確
認しました。次に、“コミュニケーション技術”について実践
しました。相手が気持ちよく話ができるように、私たちが話し

　法人として、人材育成スキルアップ研修の一環で、他施設間
の交流研修に力を入れてきました。他施設を見学し、交流する
ことにより、職員の視野を広げ、日頃のサービス提供を行う際
の悩みなどを話し合うことで、より良いサービスにつなげるこ
とが目的です。
　昨年 10月と 12月に、八王子市の特別養護老人ホーム「小
松原園」との交流研修を行いました。施設ハード面の特徴やソ
フト面の取り組みを実際に目で確認することができました。

　１月 23日、「博水の郷」にて『普通救命講習』を行いました。
　毎年、成城消防署と連携して講師をお願いし、応急手当指導
員の方に博水の郷までお越しいただき、４時間の規定講義を実
施していただきました。
　応急手当や心肺蘇生といった技術に加え、人形を使ってのＡ
ＥＤ操作や、実際、現場に遭遇した際に自らどのような行動が
求められるかということなどを、しっかりと教えていただきま
した。
　終了後は受講者全員に「救命技能認定証（自動体外式除細動
器業務従事者）」が交付されますが、法人では知識・技能の維

　玉川福祉作業所では、法人内研修とは別に利用者休業日等を
活用して、年 2 回、「職員全体研修」を行っています。今回は
10月 5日の研修を紹介します。
　午前中は池袋にある「いけぶくろ茜の郷」の施設見学をしま
した。玉川福祉作業所と同じ就労系のサービスの他、生活介
護支援、施設入所支援、短期入所と多くの事業を展開していて、
利用者の「なりたい生活」や障害程度に応じて、幅広いサービ
ス提供がなされていて良い刺激を受けました。
　午後からは作業所にもどり、「高齢障害者への対応」につい

レポート

レポート

レポート

レポート

1

2

3

4

接遇セミナーに出席して

他施設間交流研修について

救命講習

障害局職員研修

方の工夫をしていく必
要があることを学びま
した。
　研修を終えて、福祉
サービスを提供する従
事者として、普段から常に接遇に関して意識していることと、
相手の気持ちに寄り添った環境を作ることの大切さに気付きま
した。現場の職員と共有しながらより良いサービスに繋げてい
けるようにしたいと思います。

　また、サービスに関わるリーダーとの意見交換が行われ、ご
利用者へのサービス提供時の工夫など双方の取り組みを共有で
きました。
　本研修を通じて、「博水の郷」で取り組んでいるサービスに
ついて改めて考えるきっかけになりました。現状に満足するこ
となく、より良いサービス提供を目指していきたいと思います。
今年度は、さらに近隣 3 施設での交流研修を予定しています。
より多くの職員交流が実現できるように取り組んでまいります。

持向上のために、東京消防庁から推奨されている３年に１回再
講習も受けるように勧めています。
　介護福祉施設業務の性質上必ず求められる技能なので、今後
も全職員を対象にして講習を実施してまいります。

て研修しました。高齢期支援に実績のある「のぞみの園（高崎
市）」から講師を招き、高齢になっても生きがいや張り合いの
ある生活が送れるよう新たな暮らしの提案が重要と学びました。
　職員全員で同じ研修を受けることは共通の方向、共通の理解
を得るよい機会になっています。
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今
回
役
員
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で
検
討
し
た
結
果
、
法
人

が
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で
さ
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ベ
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き
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す
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10
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３
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水
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内
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ま
す
。

　　　 ＜今後の予定＞

4 月  7 日（木）  役員会　
4 月21日（木）  平成 28 年度総会

　　 　　◆振込金融機関◆

金融機関　ゆうちょ銀行
口座番号　10000　15181181
口座名義　せせらぎ会

御園生会長から川道理事長に贈呈

にぎわうバザー会場

真剣なまなざしで研修中

「いけぶくろ茜の郷」
の実践を聞き入る

人工呼吸の
実施訓練

法人研修特集
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　  編集後記
　新年のご挨拶を申しあげます。昨年中は、さまざまなご支援を頂きまことにありがとう
ございました。今年も皆さんに楽しく読んでいただけるよう努力いたしますのでよろしく
お願いいたします。法人としても、笑いの溢れた良い年にしたいと思っています。お気づ
きになった方もいらっしゃるかと思いますが、玄関に『笑門』（笑う門には福来る）の松飾
りが飾ってあります。これは家内安全を祈って１年中「しめ飾りを」飾る伊勢地方に倣っ
たものです。大三島育徳会は地域活動や地域貢献事業に積極的に取り組んでいます。これ
らが地域のみなさまの笑顔を増やすことにつながれば幸いです。今号にそうした地域との
連携を掲載させていただきました。
　昨年 7 月頃、降ってわいたように行政から玉川福祉作業所の移転という話がありました。
これに対しては地域の皆さんのご理解とご支援により見直しすることができました。あり
がとうございました。今後も地域の皆さまと共に地域福祉活動を展開していきたいと願っ
ています。（Ｈ）　

せせらぎ　第4号
発行日　2016（平成28）年 2月26日
発行者　せせらぎ広報編集委員会
発行所　社会福祉法人　大三島育徳会
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新ロゴマークが完成 !!

「使用した掲載写真は、ご本人とご家族・関係者
の同意を得ております」

社会福祉法人

大三島育徳会

　社会福祉法人大三島育徳会の
新ロゴマークが完成しました。
　昨年、創設15 周年を迎え、法
人が地域の皆さんに、より一層
親しみを持っていただくために
新たに作成しました。このロゴ
マークは、ご利用者、ご家族・
保護者、職員の方から寄せられ
た 51 点の応募の中から選ばれ
ました。選考委員には専門のデザイナーにも参加してもらいま
した。一次・二次選考を経て、最終選考に残った三作品の中から、
玉川福祉作業所の緒方円支援員の作品が最優秀賞に決定しまし
た。お披露目と表彰式は職員全体会議で行われ、田中常務理事
より最終三作品受賞者に賞状と賞金が授与されました。

このロゴマークは
　大三島の『大』の文字をデザイン化し、『丸』は三つの島をイ
メージしました。そして、使われている色にはそれぞれ意味が
あります。「青」は空と清流の流れ、「赤」はぬくもり、「緑」は
安心とやすらぎ、「黄」は希望を表わしています。「地域に根ざ
した社会福祉」という法人の理念を表わしている大の字（＝大
地に根ざす）が「地域の皆さまの傘」になるという思いも込め
られています。

　昨年12月、法人職員全体会議において「永年勤続者表彰
式」が行なわれ、11名が表彰されました。法人では、永
年にわたり勤務し、法人の発展と地域福祉の展開に尽力さ
れた職員の功績を称えることを目的に毎年実施しています。
　現在、新聞、テレビで取り上げられているように、「人材
不足」が高齢者介護だけではなく、障害者支援にも大きな
問題となっています。現在、都内では離職、転職する人が
多く、定着が進まない状況が続いています。当法人では勤
続年数が 10 年になる職員を表彰し、定着につながるよう
士気高揚を図っています。
　当日は、田中常務理事より感謝状と金一封が贈呈され、
一人ずつこの間の振り返りや今後の抱負について語っても

　新しい年の始まりと共に法人ロゴマークを一新し、三色の丸
の調和が無限の可能性を生み出し、地域の皆さまに浸透してい
くよう活動していきたいと思っています。どうぞ末永く可愛がっ
て頂ければと思います。
　また、同時に、優秀賞に選ばれたデ
ザインをイベント用ウインドブレー
カーのマークとして採用しました。今
後、職員がイベント参加や地域活動の
際に着用し、地域の方々により知って
いただけるよう活用していきます。
� 　選考委員長　青柳浩司

らいました。皆さん一様に「あっという間の 10 年でした。
これからも頑張ります」と言っていたのが印象的でした。
　表彰された皆さんの永年にわたる貢献に心から感謝いた
します。ありがとうございます。今後も健康に留意され、
法人の発展にさらに寄与していただきたいと思います。

受賞者の皆さん（左から藤波さん、緒方さん、大矢さん）

◦佐藤朋巳（在宅サービス部）

◦久米井 修（タガヤセ大蔵）

◦山田 浩（やまぼうし）

◦比留間孝子（障害者支援局）

◦金子リカ（デイサービス博水の郷）

◦山中絹代（博水の郷）　

◦伊藤雅美（博水の郷）

◦小林砂千子（博水の郷）

◦高野陽子（フォルテ）

◦神部千鶴子（やまぼうし）

◦渡辺和美（やまぼうし）

　　　　　　　　　　（順不同）

◆10周年勤続職員  表彰式◆


